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令和元年
６月定例会
６月６日～25日令和元年度一般会計補正予算など

� 12件を可決（承認）しました。

◎川根本町介護保険条例の一部を改正する条例について
・消費税率引き上げに伴い、第一段階から第三段階までの保険料の改正
・低所得者の介護保険料の軽減強化

◎川根本町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
・税の軽減判定所得の引き上げ、課税限度額の引き上げ、資産割の廃止など
・賦課方式の変更
　　　※詳しくは、第一常任委員審査報告の６ページをご覧ください。

◎専決処分した事件の承認について（川根本町税条例等の一部を改正する条例について）
・平成31年3月29日交付の地方税法の一部を改正する法律等に基づくもの

◎公の施設の指定管理者の指定について
・川根本町瀬平高齢者デイサービスセンターの指定管理者を、「㈱くぼた」に指定

◎工事請負契約の締結について
・令和元年度町単独事業本川根南部簡易水道新小長井配水池新設工事「㈱神田組」

◎工事請負契約の変更契約の締結について
　平成3０年度準用河川等改修事業、（準）島沢川排水ポンプ設備改修工事請負契約の減額

条例の一部改正

その他の議案

　定例会初日には、一般会計補正予算、特別会計補正予算、条例の一部の改正等 
８件が上程されました。これらは、定例会２日目（14日）に全員賛成で可決しました。
　また「国民健康保険条例の一部改正」に関する議案など追加議案、３件が上程され、
第一常任委員会で審査（18日）を行い、最終日（25日）に全員賛成で可決しました。
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６月定例会の報告
今回の一般会計補正予算は、

9億2，530万円の増額で
総額65億7，530万円となります。

産地パワーアップ事業関連 　　　　　　　
抹茶工場建設予定地（伝統文化伝承館の横）

本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター

◎一般会計補正予算（第１号）　　 ９億２，５３０万円の増額
　•農林水産業費産地パワーアップ事業（県補助金）� ８億８，４００万円
　•本川根B&G海洋センター改修工事費� １，７４４万円
　•小学校設備修理費など� ２，３８６万円

主な内容

◎後期高齢者医療事業特別会計補正予算
� ８万円の追加
・前年度に納付された保険料を対象者に還付するため

◎介護保険事業特別会計補正予算
� 54万円の追加
・低所得者保険料の軽減に関するもの

◎いやしの里診療所事業特別会計補正予算
� 494万円の追加
・�将来の家庭医療に係る経費、在宅酸素治療供給装置借
上げに関するもの

◎国民健康保険事業特別会計補正予算
� 331万円の追加
・国民健康保険税条例の一部改正に伴う予算の補正など

いやしの里診療所

3



第１常任委員会審査報告
審査日　令和元年 6月17日

川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

日
　
時

　

６
月
17
日
（
月
曜
日
）

　

午
前
９
時
開
会

会
　
場

　

役
場
３
階
大
会
議
室

内
　
容

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改

正
に
伴
い
、
町
の
関
連
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

国
保
運
営
は
、
平
成
30
年

４
月
、
町
単
独
で
の
運
営

か
ら
、
県
単
位
で
の
広
域

運
営
体
制
に
な
り
、
規
模

が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
国
保
制
度
が
よ
り
安

定
的
に
持
続
可
能
な
体
制

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

合
わ
せ
た
、
町
条
例
の
改

正
の
審
査
で
す
。　

改
正
点

①
国
民
健
康
保
険
税
軽
減

判
定
所
得
の
引
き
上
げ

②
国
民
健
康
保
険
税
課
税

限
度
額
の
引
き
上
げ

③
国
民
健
康
保
険
税
賦
課

方
式
の
変
更

④
国
民
健
康
保
険
税
率
の

改
正

質
疑
要
点

	

　

賦
課
方
式
は
、
こ

れ
ま
で
４
方
式
で
あ
っ

た
が
、
県
の
方
針
で
資
産

割
が
廃
止
と
な
る
が
、
そ

の
理
由
、
考
え
方
を
確
認

し
た
い
。

	

　

か
つ
て
国
保
の
被

保
険
者
の
大
半
は
、

自
営
業
や
農
林
水
産
業
者

で
あ
り
、
事
業
用
の
資
産

が
多
く
、
資
産
割
を
課
す

こ
と
で
、
所
得
割
を
補
完

す
る
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
現
在
は
、
収
益
を
生

ま
な
い
居
住
用
資
産
が
多

い
た
め
、
低
所
得
者
の
負

担
増
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
廃
止
の
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。

	

　

町
の
国
民
健
康
保

険
事
業
基
金
の
年
度

末
残
高
は
1
億
３
，３
０
０�

万
円
あ
る
が
、
今
後
の
基

問答問

金
取
り
扱
い
方
針
は
ど
う

か
。

	

　

平
成
26
年
度
よ
り
、

こ
の
広
域
化
を
見
込

ん
で
、
広
域
化
さ
れ
た
と

き
に
、
被
保
険
者
の
急
激

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
た

め
に
使
う
目
的
で
積
み
立

て
て
き
た
。こ
れ
か
ら
、こ

の
基
金
は
増
え
る
要
素
は

な
い
の
で
、今
後
、医
療
費

の
増
減
、
被
保
険
者
の
減

少
な
ど
を
考
慮
し
、
被
保

険
者
の
急
激
な
負
担
の
増

加
に
な
ら
な
い
よ
う
、
運

用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 　

審
査
の
後
、
討
論
は
な

く
、
全
員
賛
成
で
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
一
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

石
山
貴
美
夫

答令和元年度（平成31年度）国民健康保険税税率表

区　　分 平成30年度
(今までの税率等)

令和元年度
（新しい税率等） 比較

基礎課税分

所得割 4.09％ 4.46％ 0.37％
資産割 13.36％ 廃止 △13.36％
均等割 15,800円 15,800円 改正なし
平等割 16,600円 16.600円 改正なし

賦課限度額 580,000円 610,000円 30,000円

後期高齢者
支援金等
課税分

所得割 1.92％ 2.17％ 0.25％
資産割 6.36％ 廃止 △6.36％
均等割 7,300円 7,300円 改正なし
平等割 7,500円 7,500円 改正なし

賦課限度額 190,000円 190,000円 改正なし

介護納付金
課税分

(40～64歳)

所得割 2.05％ 2.05％ 改正なし
資産割 7.28％ 廃止 △7.28％
均等割 10,200円 13,500円 3,300円
平等割 8,100円 廃止 △8,100円

賦課限度額 160,000円 160,000円 改正なし

（静岡県国民健康保険団体連合会　キャラクター）
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　　　質問の概要を発言順に掲載します

６ページ
山本　信之　議員
地域の活性化、川根高校の魅力化は

７ページ
澤西　省司　議員
高齢化を見据えたゴミ集積所の見直し、
茶業の側面支援で改善に寄与するために

８ページ
野口　直次　議員
青部駅周辺地域の利活用計画、地籍調査の現状について

９ページ
石山喜美夫　議員
安心して歳を重ねていける町に！
「医療・福祉・観光」について

�
　毎月開催する会議において首都圏等の会社へ町のＰＲ活動を実施し、また県と連携し、首都圏で開催
される各種セミナーにおいても、誘致活動を実施している。
　平成29年4月以降、町内に下記のとおりサテライトオフィスが開設されている。

　　H29．4．23　　�ゾーホージャパン㈱川根本町オフィス開所（小長
井区）

　　H31．4．14　　�㈱Ａｒｉｎｏｓ（アリノス）サテライトオフィス
設置（奥泉区）

　　R 1．7． 1　　㈱経営参謀サテライトオフィス開設（千頭東区）

　今後は、企業誘致及び移住定住情報を中心としたウェブサイトの立
ち上げにより、多くの方を川根本町へ呼び込みたいと考えている。

Ｑ．サテライトオフィス等、今後の展開や希望像は
Ａ．　オフィス進出を促すセミナーを首都圏で開催する計画もある。小中学校でのＩＣＴ教育や各種ＩＴ
講座など、雇用に生かされる活動を進め、サテライトオフィスを構える企業との連携による町づくり
の形が創造され、地域の問題解決につながっていくと期待している。

４
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

６
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

一 般
質 問

あの一般質問

どうなっただやぁ～
平成29年６月定例会　質問者：小籔侃一郎 前議員

現　状

ゾーホーで働く皆さん
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平
成
30
年
７
月
、

あ
る
青
年
が
町
の

活
性
化
、
川
根
高
の
魅
力

化
の
た
め
に
行
政
を
通
し

て
東
京
か
ら
移
住
し
た
。

文
部
科
学
省
は
、
平
成
29

年
３
月
に
部
活
動
指
導
員

の
制
度
化
、
学
校
教
育
法

の
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
静
岡
県
で

も
「
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
作
成
し
、「
地
域
と

の
連
携
、外
部
指
導
者
の
確

保
が
必
須
」
と
明
記
し
た
。

　

国
や
県
の
流
れ
と
し
て

質
問

も
、
教
員
以
外
の
人
材
が

専
門
的
に
指
導
に
携
わ
る

環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
こ
の
青
年
は
、
本

町
に
お
い
て
は
大
変
、
貴

重
な
人
材
で
あ
る
。
外
部

指
導
者
を
確
保
す
る
に
あ

た
っ
て
の
一
番
の
ネ
ッ
ク

は
財
源
で
あ
る
。
部
活
指

導
だ
け
で
生
活
し
て
い
く

の
が
困
難
な
た
め
、
指
導

者
の
確
保
が
進
ま
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
は
自
分
で
理
解
を
得
ら

れ
る
地
元
企
業
を
探
し
、

勤
め
、
自
ら
そ
の
問
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
。
彼
は

現
在
、
校
長
と
も
会
え
ず
、

練
習
に
参
加
し
て
い
な
い
。

た
だ
単
に
、
学
校
と
個
人

の
問
題
で
は
な
く
、
彼
を

受
け
入
れ
た
行
政
と
し
て

も
大
き
な
責
任
が
あ
る
と

思
う
。
町
長
は
じ
め
、
行

政
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
伺
う
。

　
　
　
　

私
自
身
は
、
町

が
関
わ
る
と
い
う

よ
り
は
、
県
並
び
に
川
根

町
長

高
が
判
断
す
る
問
題
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

移
住
を
し
、
町

の
た
め
に
来
た
人

間
に
対
し
て
、「
紹
介
し

た
だ
け
で
行
政
に
は
責
任

は
な
い
」
と
い
う
。
こ
の

よ
う
な
姿
勢
で
は
町
民
は

離
れ
て
い
く
。
ど
ん
な
問

題
に
対
し
て
も
町
民
に
寄

り
添
う
行
政
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
町
と

し
て
は
、
対
応
可

能
な
範
囲
の
中
で
関
わ
ら

質
問

教
育
総

務
課
長

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　

川
根
高
存
続
に

向
け
、
発
展
に
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
は
、
町
か
ら
県
へ
部

活
動
の
指
導
者
を
派
遣
で

き
る
よ
う
に
、
県
に
対
し

て
要
望
を
し
、
彼
が
掲
げ

る
「
川
根
本
町
か
ら
甲
子

園
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
目
指
せ
る
環
境
づ
く
り

質
問

問
地
域
活
性
化
、
川
根
高
校
の
魅
力
化
は

答
行
政
に
も
限
界
が
あ
る
中
で
一
生
懸
命
支
援
し
て
い
き
た
い

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
本

町
の
活
性
化
と
考
え
る
。

　
　
　
　

行
政
に
も
限
界

が
あ
る
中
で
、
当

然
な
が
ら
今
ま
で
ど
お
り

一
生
懸
命
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
川
根
高
校
と
相

談
し
な
が
ら
、
弓
道
部
の

創
設
に
向
け
て
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
。

町
長

一 般
質 問

山本信之 議員

県立川根高校　校舎
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○
高
齢
化
を
見
据
え
た

　
ゴ
ミ
集
積
所
の
見
直
し

　
　
　
　

雨
天
時
に
資
源

紙
が
濡
れ
や
す
い

集
積
所
が
あ
る
が
、
状
況

を
伺
う
。

　
　
　
　

ゴ
ミ
集
積
所
の

問
題
は
、
町
民
の

協
力
が
重
要
で
、
高
齢
者

の
ゴ
ミ
出
し
な
ど
は
、
利

用
者
間
の
相
互
扶
助
な
し

で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

屋
根
付
き
の
物

置
な
ど
に
し
た
い
、

濡
れ
る
か
ら
囲
い
た
い
な

ど
と
い
う
場
合
、
環
境
衛

生
対
策
促
進
事
業
費
補
助

金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
し
て
対
応
を
し
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

補
助
額
は
事
業
費
の
３
分

の
２
以
内
で
30
万
円
が
上

質
問

町
長

く
ら
し

環
境
課
長

問 茶園は隣接山林に強い影響を受けている

答 森林環境譲与税で里山林事業を計画した

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

ゴ
ミ
集
積
所
を

向
井
地
区
に
も
欲

し
い
と
、
地
区
の
お
ば
様

た
ち
は
、
言
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　

地
域
内
で
十
分

協
議
の
上
、
役
場

担
当
課
へ
お
申
し
出
頂
き
、

収
集
時
間
・
ル
ー
ト
等
の
問

題
を
確
認
後
回
答
し
た
い
。

　
　
　
　

白
色
ト
レ
イ
や

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
回
収
場
所
が
無
い
地
区

が
多
数
有
り
、
対
策
を
急

ぐ
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

旧
中
川
根
で
無

い
地
区
が
多
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
全

て
の
集
積
所
に
回
収
場
所

を
も
う
け
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
が
、
地
区
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
、
状
況
を
検

討
し
て
ト
レ
イ
回
収
用
の

質
問

く
ら
し

環
境
課
長

質
問

く
ら
し

環
境
課
長

ネ
ッ
ト
の
配
布
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

○
茶
業
を
側
面
支
援
で

　
改
善
に
寄
与
す
る
た
め
に

　
　
　
　

茶
農
家
は
隣
接

す
る
山
林
の
影
響

を
強
く
受
け
て
お
り
、
落

下
す
る
杉
の
葉
や
枝
は
高

齢
者
に
は
厄
介
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
山
林
の
成

長
に
伴
う
日
陰
に
よ
る
生

育
不
良
は
農
家
の
努
力
だ

け
で
は
、限
界
に
来
て
い
る
。

　
　
　
　

山
林
の
伐
採
は

原
則
所
有
者
に
お

願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
た
里
山
林

事
業
を
今
年
度
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

質
問

町
長

　
　
　
　

里
山
林
事
業
に

つ
い
て
は
、
各
地

区
長
様
に
業
要
望
書
を
通

知
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
森
林
整
備
を
進

め
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

鹿
の
定
置
網
漁

　
　
　
　

シ
カ
が
茶
園
を

踏
み
荒
ら
す
が
、

猟
友
会
を
側
面
か
ら
支
援

す
る
案
と
し
て
、
急
傾
斜

地
に
建
設
し
た
防
護
壁
の
、

人
が
出
入
り
す
る
隙
間
で

ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
い
人
工

的
に
獣
道
を
作
れ
ば
、
畑

に
入
る
シ
カ
を
く
く
り
罠

で
捕
獲
で
き
る
の
で
は
。

　
　
　
　

防
護
壁
を
狩
猟

の
た
め
に
利
用
す

る
こ
と
は
可
能
か
と
思
い

農
林
課
長

質
問

農
林
課
長

ま
す
が
、
狩
猟
の
場
所
と

し
て
い
い
か
ど
う
か
確
認

し
な
が
ら
、
猟
友
会
の
皆

様
と
の
話
の
中
で
、
そ
の

よ
う
な
猟
の
提
案
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　

碾
茶
生
産
に
切

り
替
え
る
茶
園
と

の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
茶
業

振
興
事
業
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
主
導
す
る
の
か
。

　
　
　
　

普
通
栽
培
の
茶

園
と
は
一
定
の
距

離
が
あ
る
が
、
防
除
作
業

に
お
い
て
調
整
が
必
要
と

考
え
る
、
今
後
農
協
、
県

等
の
栽
培
指
導
機
関
と
協

力
し
、
新
た
な
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
　

共
同
茶
工
場
の

茶
師
を
確
保
す
る

手
立
て
は
。

　
　
　
　

異
業
種
の
方
か

ら
の
応
援
と
の
こ

と
だ
が
、
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ

る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

質
問

農
林
課
長

質
問

農
林
課
長

澤西省司 議員

山林日陰で育生不良が発生
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今
後
の
土
地
利

用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。　

　
　
　
　

現
在
の
埋
め
土

部
分
と
国
道
と
の

接
続
、
及
び
県
に
よ
る
河

川
護
岸
工
事
等
に
よ
り
、

土
地
の
造
成
が
可
能
に

な
っ
て
い
く
。
具
体
的
な

利
活
用
に
必
要
な
施
設
の

選
択
、
民
間
企
業
の
進
出

質
問

町
長

の
為
、
町
が
ど
の
よ
う
な

推
進
方
法
を
図
れ
ば
よ
い

か
調
査
研
究
中
で
す
。
完

成
ま
で
に
は
期
間
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

ア
イ
デ
ア
募
集

は
何
件
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　

町
内
外
か
ら
38

名
の
方
、
青
部
地

区
の
23
世
帯
か
ら
も
頂
い

た
。

　
　
　
　

内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

ト
イ
レ
、
駐
車

場
の
公
共
施
設
、

質
問

企
画
課
長

質
問

企
画
課
長

自
然
を
生
か
し
た
町
民
や

観
光
客
が
集
ま
る
交
流
施

設
、
地
場
産
品
販
売
、
民

間
活
用
施
設
等
の
提
案
を

頂
い
た
。

　
　
　
　

募
集
後
の
土
地

利
活
用
委
員
会
に

お
い
て
の
検
討
内
容
を
伺

う
。

　
　
　
　

第
3
回
は
結
果

報
告
と
委
員
か
ら

近
隣
市
町
と
の
連
携
の
必

要
性
や
課
題
に
つ
い
て
の

指
摘
も
あ
っ
た
。
第
4
回

は
町
と
し
て
民
間
投
資
に

質
問

企
画
課
長

よ
る
利
活
用
者（
経
営
者
）

の
誘
致
と
、
公
共
的
な
施

設
を
整
備
し
、
交
流
、
憩

い
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
い
く
目
標
を
示
し
た
。

　
　
　
　

調
査
作
業
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　

元
藤
川
地
区
は

平
成
17
年
度
完
了
、

水
川
地
区
は
16
年
度
よ
り

開
始
、町
と
は
別
に
県
森
連

が
山
地
の
地
籍
調
査
も
実

施
し
て
い
る
。進
捗
率
は
全

体
計
画
の
約
8
％
で
あ
る
。

　
　
　
　

水
川
地
区
調
査

面
積
の
２・35
㎢
の

内
１・42
㎢
が
完
了
し
て
い

な
い
。住
民
の
方
に
測
量
に

基
づ
き
作
成
し
た
図
面
の

確
認
を
し
て
い
た
だ
け
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現

在
は
調
査
を
完
了
さ
せ
る

た
め
に
各
工
程
の
確
認
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　

国
交
省
地
籍
調

査
の
サ
イ
ト
の
実

施
状
況
に
よ
る
と
、
平
成

30
年
度
当
町
は
休
止
と
記

載
さ
れ
て
い
た
。
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
伺
う
。

　
　
　
　

水
川
地
区
の
再

調
査
業
務
を
行
っ

質
問

町
長

建
設
課
長

質
問

建
設
課
長

問
青
部
駅
周
辺
の
今
後
土
地
利
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
造
成
後
公
共
的
施
設
の
選
択
と
、
民
間
投
資
の
活
用
を
検
討

て
い
る
。
水
川
地
区
の
認

証
を
得
る
こ
と
が
最
優
先

す
べ
き
で
新
た
な
地
区
の

調
査
を
中
止
、
今
後
水
川

地
区
の
住
民
の
方
の
協
力
、

理
解
を
頂
き
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
査

対
象
者
に
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　

本
年
度
よ
り
建

設
課
に
地
籍
専
任

職
員
を
一
名
配
置
。
多
く

の
時
間
と
手
間
を
要
す
る

作
業
で
あ
る
が
、
全
力
で

再
調
査
に
取
り
組
む
。
調

整
が
必
要
な
事
項
も
多
い
。

準
備
が
で
き
次
第
、
地
域

の
皆
様
へ
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

建
設
課
長

野口直次 議員

１�

青
部
駅
周
辺
地
域

の
利
活
用
計
画
に

つ
い
て

２�

地
籍
調
査
の
現
状

に
つ
い
て

完了地域の地籍杭

造成地護岸工事予定地
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○�

本
川
根
診
療
所
は
休
診

に
。
そ
の
対
応
策
は
？

　
　
　
　

安
心
し
て
年
を

重
ね
る
為
の
土
台

は
、
医
療
と
福
祉
の
充
実
。

本
川
根
診
療
所
は
５
月
末

休
診
と
な
り
、
患
者
は
苦

慮
し
て
い
な
い
か
、医
師
の

招
致
活
動
は
、
進
ん
で
い

る
か
。
こ
れ
か
ら
の
医
療

の
体
制
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

で
き
る
か
ぎ
り

早
く
医
師
の
確
保

に
努
め
、将
来
、
当
町
に
最

適
な
医
療
体
制
の
あ
り
方
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

患
者
の
状
況
は

ど
う
か
。
日
頃
の

先
生
と
の
情
報
交
換
は
重

要
だ
が
。

　
　
　
　

他
の
医
院
等
に

引
き
継
が
れ
て
い

る
。
情
報
交
換
は
、
要
望

質
問

町
長

質
問

健
康
福

祉
課
長

問 安心して歳を重ねていける町に！�
「医療・福祉・観光」について

答 最適な医療のあり方を慎重に検討。�
観光は湖上駅受賞を活かしたい。

聞
き
取
り
等
、
随
時
、
機

会
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
　

い
や
し
の
里
診

療
所
が
、
旧
本
川

根
地
区
唯
一
の
医
療
施
設

と
な
っ
た
。
患
者
が
急
増

し
、
医
師
や
患
者
に
過
剰

な
負
担
と
な
っ
て
い
な
い

か
。
ま
た
、
待
合
室
・
駐

車
場
等
施
設
の
キ
ャ
パ
に

問
題
は
出
て
い
な
い
か
。

先
生
は
、看
護
師
等
人
手
不

足
を
訴
え
て
お
ら
れ
る
が
。

　
　
　
　

一
時
的
患
者
増

は
認
識
し
て
い
る
。

状
況
を
み
て
対
応
を
検
討

し
た
い
。
看
護
師
募
集
は

し
て
い
る
。
厳
し
い
が
努

力
し
て
い
く
。
医
師
派
遣

は
県
総
か
ら
「
こ
れ
以
上

は
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
医
師
確
保
に
努
め
た
い
。

質
問

健
康
福

祉
課
長

　
　
　
　

清
水
先
生
ご
提

案
の
、
町
に
ふ
さ

わ
し
い
先
進
的
医
療
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　
　

い
や
し
の
里
は

平
成
24
年
か
ら
遠

隔
診
療
を
開
始
、
30
年
度

か
ら
在
宅
診
療
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
試
行
的
に
導
入
。

そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
と
調
整

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
医
師
と

の
連
携
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な

情
報
共
有
、
訪
問
診
療
・

緊
急
時
往
診
対
応
状
況
は

い
か
が
か
。

　
　
　
　

先
生
個
々
の
や

り
方
に
あ
わ
せ
、

さ
ま
ざ
ま
に
連
携
を
図
っ

て
い
る
。
訪
問
診
療
は
２

医
院
、
往
診
は
各
先
生
が

質
問

健
康
福

祉
課
長

質
問

高
齢
者

福
祉
課
長

対
応
。
今
後
も
一
層
の
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

島
田
市
民
病
院

の
改
築
状
況
と
、

本
町
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

新
島
田
市
民
病

院
は
令
和
３
年
３

月
開
院
予
定
。
30
科
の
診

療
科
、
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

も
備
え
る
予
定
。
救
急
時

等
に
も
重
要
な
病
院
で
あ

り
、引
き
続
き
連
携
を
図
る
。

○�

青
部
に
新
築
の
伝
統
文
化

伝
承
館
周
辺
の
整
備
は

　
　
　
　

伝
承
館
活
用
状

況
と
、
大
型
工
場

も
隣
接
さ
れ
る
が
周
辺
整

備
の
考
え
方
は
。

　
　
　
　

赤
石
太
鼓
練
習

等
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
地
域
の
祭
り
は
住

民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、

活
性
化
の
源
、
伝
統
文
化

を
絶
や
さ
ず
、
伝
承
者
を

養
成
し
、
交
流
会
等
活
性

化
の
拠
点
と
し
た
い
。

　
　
　
　

計
画
中
の
抹
茶

加
工
工
場
側
よ
り
、

「
伝
承
館
へ
十
分
配
慮
し
、

運
営
に
影
響
な
い
設
計
を

し
た
い
」
と
聴
い
て
い
る
。

質
問

健
康
福

祉
課
長

質
問

町
長

農
林
課
長

○�

湖
上
駅
ト
イ
レ
改
善
と
、

夢
の
吊
橋
下
堆
積
対
策

　
　
　
　

外
国
人
が
選
ん

だ
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
９
を

湖
上
駅
が
受
賞
、
国
内
外

か
ら
観
光
客
急
増
が
予
想

さ
れ
る
が
、
対
応
は
。
ま

た
ト
イ
レ
対
策
は
。
夢
の

吊
り
橋
下
の
堆
積
土
砂
の

対
策
は
。

　
　
　
　

受
賞
を
活
か
し
、

受
け
入
れ
態
勢
充

実
を
図
り
た
い
。夢
の
吊
り

橋
下
の
堆
積
は
、
中
電
水

力
セ
ン
タ
ー
か
ら
、人
為
的

除
去
は
非
現
実
的
、ダ
ム
の

排
水
操
作
で
景
観
回
復
を

図
り
た
い
と
回
答
を
得
て

い
る
。観
光
協
会
は
体
制
づ

く
り
を
重
点
と
し
て
、
局

長
・
職
員
公
募
を
進
め
て

い
る
と
、聴
い
て
い
る
。

　
　
　
　

湖
上
駅
付
近
は

携
帯
不
通
話
区
域

で
、
今
後
通
信
関
係
と
協

議
し
て
い
く
。
多
言
語
化

の
整
備
は
、
大
鐵
と
連
携

し
て
対
応
し
た
い
。
観
光

協
会
局
長
は
、
6
月
末
よ

り
全
国
公
募
す
る
。

質
問

町
長

観
光
商

工
課
長

石山貴美夫議員
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★

相賀浄水場

細島小水力発電施設

大井川用水路を利用した「細島小水力発電
施設」。他にも、伊太に発電所があります。

島田、焼津、掛川、藤枝など７市に供給され、約60
万人の飲み水となっている。

相賀浄水場

管理室　浄水場はここで管理されている。

［一般用水］

［発電用水］

細島小水力発電施設

大井川用水概略図

10

　長島ダムで取水した水は中部電力発電所、送水管
を経由したのち、川口にてふたたび取水され、広域
水道、農業用水、工業用水として東は藤枝・焼津、
西は掛川・袋井まで送られ、利用されています。

大井川用水を視察し、「大井川の水」について
理解を深めました。

平成31年

４月17日（水）

議会活
動報告



国土交通省
・高郷上長尾線（上長尾バイパス）への支援
・国道３６２号富士城バイパス早期完成
・長島ダムの有効活用、洪水調整機能の確保など
農林水産省
・民有林直轄治山事業の推進、予算確保
・千頭国有林の管理強化と観光資源の創出
環境省
・川根本町内の国立公園指定区域の拡張
・管理事務所の設置

 
 
 

Q&A

川根本町のお茶について川根本町のお茶について

紅　茶
（発酵茶）

釡炒り茶

番 茶

蒸し製

抹 茶

深蒸し煎茶 普通（蒸し）煎茶

煎　茶碾 茶（てんちゃ）

ウーロン茶
（半発酵茶）

緑　茶
（不発酵茶）

同じ茶葉からいろいろな
お茶ができます。

江戸時代　初期頃からつくられる

高級煎茶の代名詞高級煎茶の代名詞「川根茶」「川根茶」

　４月18日、昨年に引き続き、井林たつのり衆議院議員に同行頂き、
首相官邸、財務省など関係省庁へ要望活動を行いました。

首相官邸

国土交通省財務省

ＳＯＭＡ完成予想図

最近、町内の茶
園で

碾
てん

茶
ちゃ

生産のための被
覆栽培が

増えています。

“抹茶工場（有機抹茶の仕上加工場）がこの町にできる”
静岡オーガニック抹茶㈱（略称Ｓ

ソ ー マ
ＯＭＡ）は、県から「産地パワーアップ事

業」の補助金８億８千４百万円を受けて、抹茶工場を民有地と町有地（青部
下澤間、伝統文化伝承館「時愛」隣地）の合わせて６，５２９㎡に建設予定。

●農事組合法人わらやま
2018年操業開始

●ＫＡＷＡＮＥ抹茶㈱
　川根本町工場
2019年操業開始

町内2か所の碾
てん

茶
ちゃ

工場

●碾
てん
茶
ちゃ
とは？　茶園を遮

しゃ

光
こう

材で覆い、日光をさえぎって育てたお茶（被覆栽
培）を、揉まずに乾燥させて、茎や葉脈などを除いて細片にした抹茶の原料。

●“抹茶” と、“緑茶パウダー” のちがいは？　抹茶は、碾茶を石臼あるい
は微粉砕機で挽いたもの。緑茶パウダーは、煎茶を微粉末状に加工したもの。

政府要望活動報告
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6月16日（日曜）

親子・教職員
� みんなで全力

湖上駅をパチリ

　中央小学校では、
年間２回のリサイ
クル活動を行って
います。
　４年生になって
「ごみの行方」や
「リサイクルの意
義」を学びます。
リサイクル活動は
４年生以上の児童
が参加して、親子
で汗を流す貴重な
体験の場となって
います。

雨上がりの湖上駅

� クールジャパン
アワード受賞

町のさりげない情報
� トピックス

連日多くの観光客の
皆様に訪れていただき
町も新茶・観光・里帰りと
活気づきました。

■中央小PTA資源リサイクル活動

■令和のゴールデンウィーク
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皆さん、知っていますか?
シリ

ーズ

《水川地区》　水川阿弥陀堂 中村藤五郎のこと
　水川・尾呂久保地区には、約250人が住み、世帯数は約100です。
　「茶名舘」「緑のたまてばこ」「ウッドハウスおろくぼ」の観光施設、食料品店、神社、愛宕地蔵尊な
どがあり、地区住民が協力して生活しています。

（1）�出土している土器の破片や石器等から、「縄文時
代」と思われる。

（2）出土の場所は、平溝、橋向、丹野山である。
（3）�地区には、水川川を含め、７つの沢がある。

他地区と比べ、沢が多いことから、「水川」とい
う地名になったのではないだろうか。

☆「縄文時代」……約12000年前から約2500年前まで

（1）「水川阿弥陀堂」である。創建時は、「観音堂」であ
り、約500年前の足利時代（1536年）である。

（2）創建には、智満寺住職と初代「中村藤五郎」が中心
となった。現在の春野町犬居から、移ってきた武将
と言われる。

（3）江戸末期（1838年）に、水川村名主の中村藤五郎等
により再建する。藤五郎は、近郊近在の茶・椎茸を
扱う豪商であった。

（4）�再建時、江戸の茶商、山本嘉兵衛（現山
本山）から、譲り受けた「阿弥陀如来
像」が、現在、本尊として祀られている。

（5）�昭和31年・平成６年に、屋根等の修復工
事がなされた。

（6）�再建時の棟札によると、大工は黒川喜右
エ門（今の抜里か）、彫刻は才助（今の春野町）、絵師は、村松以弘（掛
川藩のお抱え絵師）である。

（7）�阿弥陀堂天井には「龍」「四季の花」、
壁画には「天女」「蓮華」「松」「鶴」
「梅」の図が描かれている。

（8）�毎年、７月23日、２月11日に、例
祭が行われる。

（9）�阿弥陀堂、天井絵等は、「町指定文
化財」となっている。

＊「水川」集落は、いつ頃できたの？

＊��「お堂さん」と呼ばれ、親しまれている
建て物は、何でしょう？

丹野山、橋向、平溝より出土

天女
阿弥陀如来立像

阿弥陀堂
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川根本町
の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

今回は、徳山区民有志で活動している「ときどん炭焼の会」の紹介です。
１７年前から、本格的に炭焼きを開始し、現在に至っています。

編
集
後
記

地域に貢献する炭焼き活動をめざして
ときどん炭焼の会　会長　山下 忠之

　

今
回
は
、
議
会
活
動
報

告
と
し
て
大
井
川
用
水
視

察
の
様
子
を
掲
載
し
ま
し

た
。

　

下
流
域
の
大
勢
の
方
々

に
、
大
井
川
の
水
が
生
活
、

工
業
、
農
業
用
水
な
ど
、

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
源
地
の
住
民

と
し
て
、
大
井
川
の
保
全
、

恵
み
を
も
た
ら
す
山
な
ど

の
管
理
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る

頃
は
、ま
だ
ま
だ
夏
の
真
っ

盛
り
、
体
調
管
理
に
は
十

分
気
を
付
け
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
坂
本
政
司
）

　（
議
会
広
報
委
員
会
）

委
員
長　
　

野
口　

直
次

副
委
員
長　

坂
本　

政
司

委　

員　
　

杉
山　

広
充

　
　
　
　
　

澤
西　

省
司

　
　
　
　
　

中
原　
　

緑

9 月 3 日 火
9：００～ 本会議

（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会

9月12日 木
9：００～ 本会議

（定例会・ 2日目）

本会議終了後 全員協議会

9月27日 金 9：００～ 本会議
（定例会・最終日）

◆�９月定例会の予定�◆

○本会議場は役場本庁3階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（５６－2229）までお問い合わせください。

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴におでかけください。

　大井川鐵道駿河徳山駅から徒歩３分のところに「徳山自然観察公園・ときどんの池」があります。ときど
んの池は、荒廃した水田跡地を「住民が集う憩いの場」にしようと、平成12年に徳山区役員、住民有志に
よって４年の歳月をかけ造り上げました。
　この公園の一角に炭焼き小屋があります。ときどんの池を浄化するための炭を焼こうとしたのが発端で、17年前
に有志で炭窯を造り、炭を焼き、毎年100㎏～200㎏の炭を入れ、ときどんの池の水の浄化に取り組んでいます。
　これが「ときどん炭焼の会」の出発点であり、数年前までは第一小学校の課外授業として、児童たちの
炭焼き体験にも活用されました。
　現在70歳前後の会員９名で活動してますが、当初からの会員は１名のみとなりました。毎年11月下旬～翌
年３月まで年末年始の３週間を除き、毎週日曜日に炭焼き活動をしています。炭材の樫の木調達に苦労して
ますが、１年間の炭需要が800㎏程あり、樫炭10㎏	3,000円で販売しています。
　尚、活動目的の一つに、非常災害用の炭の備蓄があり、常時1,500㎏～2,000㎏の備蓄をしています。
	 ときどん炭焼の会事務局：根岸英一
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